
137

Ⅰ
は
じ
め
に

―
政
治
的
な
闘
争
概
念
と
し
て
の

「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」

戦
間
期
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
主
に
ド
イ
ツ
語
圏
に
お

い
て
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
（A

bendland 

西
洋
）」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
連
帯
を
説
き
、
あ
る
種
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
を
唱
導
し
た
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
運
動
」
な
る
も
の

が
存
在
し
た
。
本
稿
の
目
的
は
、
ド
イ
ツ
現
代
史
学
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

統
合
史
研
究
で
近
年
注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る＊

１

、
こ
の
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ

ン
ト
運
動
の
出
発
点
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
運

動
の
特
徴
は
、
戦
間
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
人
的
・
思
想
的
な
連

続
性
で
あ
り
、
本
稿
の
具
体
的
な
対
象
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期

ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
月
刊
誌
『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
と
、

そ
れ
を
取
り
巻
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
そ
の
主
導
者
で
あ
っ
た

ボ
ン
大
学
の
ロ
マ
ニ
ス
ト
、
ヘ
ル
マ
ン
・
プ
ラ
ッ
ツ
の
思
想
で
あ
る
。

本
論
に
入
る
前
に
、
そ
も
そ
も
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
と
は
い

か
な
る
概
念
か
、
こ
の
概
念
の
由
来
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

A
bendland

は
、
ド
イ
ツ
語
で
「
晩
」「
夕
方
」
を
意
味
す
る

A
bend

と
「
土
地
」
を
意
味
す
るLand

が
組
み
合
わ
さ
れ
た
語

で
あ
り
、「
陽
の
沈
む
地
」
を
意
味
す
る
。
英
語
だ
とO

ccident

に

対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
語
源
的
に
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
も
重

な
っ
て
い
る
。
通
例
、「
西
洋
」
と
邦
訳
さ
れ
る
が
、
文
脈
に
よ
っ

て
は
「
西
欧
」
と
も
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
も
訳
さ
れ
て
き
た
。

第
Ⅱ
部 
両
大
戦
間
期
の
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る「
西
洋
」概
念
の
政
治
化

―
ヘ
ル
マ
ン
・
プ
ラ
ッ
ツ
と
雑
誌
『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』

板
橋
拓
己
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を
越
え
た
組
織
化
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
に
ま
で
遡
る
こ
と
が

で
き
る
。
例
え
ば
、
マ
リ
ア
・
ラ
ー
ハ
修
道
院
周
辺
の
典
礼
運
動

（Liturgische Bew
egung

）
や
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
カ
デ
ミ
カ
ー
連

盟
（K

atholischer A
kadem

ikerverband

）
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ

よ
う
。
こ
れ
ら
教
会
と
結
び
つ
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
知
識
人
の
運
動

は
、「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
概
念
の
普
及
と
と
も
に
、
各
国
宗
派

政
党
の
国
際
的
協
働
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
（
板
橋 

二
〇
一
二

ｂ
）。
の
ち
に
フ
ラ
ン
ス
外
相
と
し
て
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
を
導

く
ロ
ベ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
も
、
典
礼
運
動
の
最
初
の
ド
イ
ツ
会
合

（
一
九
一
三
年
）
に
参
加
し
て
お
り
、
典
礼
運
動
が
「
将
来
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
た
め
の
礎
石
」
で
あ
っ
た
と
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
回
顧

し
て
い
る
（M

üller &
 Plichta 1999: 21

）。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
運
動
に
従
事
し
て
い
た
ボ
ン
大
学
の
ヘ
ル
マ

ン
・
プ
ラ
ッ
ツ
の
主
導
で
一
九
二
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
雑
誌

『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
（A

bendland. D
eutsche M

onatshefte für 

europäische K
ultur, Politik und W

irtschaft

）』
で
あ
る
。
こ
の

雑
誌
へ
の
寄
稿
者
を
ざ
っ
と
挙
げ
て
も
、
デ
ィ
ル
ク
ス
（W

alter 

D
irks, 1901-1991

）、
グ
リ
ア
ン
（W

aldem
ar Gurian, 1902-1954

）、

コ
ー
ゴ
ン
（Eugen K

ogon, 1903-1987

）、
ネ
ル
＝
ブ
ロ
イ
ニ
ン
グ

（O
sw

ald von N
ell-Breuning, 1890-1991

）、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（Carl 

Schm
itt, 1888-1985

）、
シ
ュ
パ
ン
（O

thm
ar Spann, 1878-1950

）、

ス
ト
ゥ
ル
ツ
ォ
（Luigi Sturzo, 1871-1959

）
ら
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク

知
識
人
・
政
治
家
の
錚
々
た
る
面
々
が
揃
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
ア
ー

ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
は
、
旧
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主
国
の
貴
族
ロ
ア
ン
公

爵
（K

arl A
nton Prinz Rohan, 1898-1975

）
が
主
導
し
、
欧
州
知

識
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
角
を
形
成
し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
同

盟
（Europäischer K

ulturbund/ Fédération des U
nions 

Intellectuelles

）
お
よ
び
月
刊
誌
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ヴ
ュ
ー

（E
uropäische R

evue

）』
と
密
に
交
流
し
て
い
た＊

３

。

実
際
に
『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
を
担
っ
た
人
々
を
見
る
と
、
ま

ず
編
集
責
任
者
（H

erausgeber

）
に
は
、
当
時
指
導
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
出
版
者
、
政
治
家
、
知
識
人
が
就
い

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（Bock 2006: 346-352

）。
例
え
ば
出
版
関

係
者
で
は
、
中
央
党
機
関
紙
の
な
か
で
最
も
発
行
部
数
が
多
い
『
ケ

ル
ン
人
民
新
聞
（K

ölnische V
olkszeitung

）』
の
中
心
人
物
だ
っ

た
ヘ
ー
バ
ー
（K

arl H
oeber, 1867-1942

）
と
シ
ュ
ト
ッ
キ
ー

（Julius Stocky, 1879-1952

）
が
い
た
。
ま
た
、
中
央
党
左
派
に
属

し
、
ベ
ル
リ
ン
の
日
刊
紙
『
ゲ
ル
マ
ニ
ア
（G

erm
ania. Zeitung 

für das D
eutsche V

olk

）』
の
編
集
長
を
（
党
内
右
派
の
パ
ー
ペ
ン

が
一
九
二
七
年
に
同
紙
の
実
権
を
握
る
ま
で
）
務
め
て
い
た
キ
ュ
ン

ツ
ァ
ー
（Richard K

uenzer, 1875-1945

）
も
『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン

ト
』
の
編
集
責
任
者
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
キ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
は
、
カ

問
題
は
、
こ
の
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
が
政
治
理
念
や
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
転
じ
た
と
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」

は
、
単
な
る
地
理
的
表
象
で
は
な
く
、「
西
洋
」
共
通
の
文
化
的
な

紐
帯
に
基
づ
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
民
・
諸
民
族
の
連
帯
を
説
く
概

念
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
の
政
治
化
の
端
緒
は
一
九
世
紀
に
あ
る
。

「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
理
念
に
対
抗
す
る

も
の
と
し
て
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
時
代
に
保
守
主
義
者
や
ロ
マ
ン
主
義

者
た
ち
の
あ
い
だ
で
流
通
し
た
（Schildt 1999: 24

）。
こ
う
し
て

「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
は
、
と
く
に
保
守
派
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
義

者
の
政
治
的
語
彙
と
し
て
定
着
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
こ
の
概
念
を
人
口
に
膾
炙
さ
せ
た
の
は
、
第
一
次
世
界

大
戦
が
終
結
し
た
一
九
一
八
年
に
第
一
巻
が
出
版
さ
れ
大
ブ
ー
ム
と

な
っ
た
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
（O

sw
ald Spengler, 1880-1936

）
の

『
西
洋
の
没
落
（D

er U
ntergang des A

bendlandes

）』
で
あ
る
。

『
西
洋
の
没
落
』
は
衒
学
的
な
歴
史
哲
学
お
よ
び
比
較
文
明
論
で
あ

り
、
西
洋
世
界
の
「
没
落
」
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
論
じ
た
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
で
も
こ
の
本
を
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
た
の
は
、
何
よ
り
も

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
殺
」（
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
一
五
世
）
と
評
さ
れ

た
第
一
次
世
界
大
戦
の
衝
撃
と
、
そ
れ
を
待
ち
受
け
て
い
た
か
の
よ

う
な
強
烈
な
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
自
身
の
言
に
よ

る
と
、『
西
洋
の
没
落
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
大
戦
前
に
決
ま
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
彼
の
意
図
を
超
え
て
、
世
界
大
戦
の
終
結
と
と
も

に
「
西
洋
の
没
落
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
独
り
歩
き
し
、
多
く
の
人

び
と
の
世
界
認
識
を
規
定
し
た
。
そ
し
て
、「
西
洋
の
没
落
」
を
嘆

く
人
た
ち
の
あ
い
だ
で
、「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
は
、
大
戦
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
全
一
性
を
取
り
戻
す

た
め
の
一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
は
「
政
治
的
な
闘
争
概
念
」

（Faber 2002

）
と
な
っ
た
。
こ
の
概
念
は
、
と
り
わ
け
カ
ト
リ
ッ

ク
層
に
持
て
囃
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
理
由
が

あ
る
が
、
と
く
に
ド
イ
ツ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
、
敗
戦
と
帝

政
の
瓦
解
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
＝
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
ド

イ
ツ
帝
国
の
社
会
・
秩
序
モ
デ
ル
の
崩
壊
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る＊

２

。
そ
し
て
、
戦
後
も
長
く
占
領
下
に
あ
っ
た
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の

カ
ト
リ
ッ
ク
知
識
人
を
中
心
に
発
刊
さ
れ
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統

一
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
る
の
が
、
雑
誌
『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ

ン
ト
』
で
あ
る
。

Ⅱ
雑
誌
『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』

（
一
九
二
五
〜
一
九
三
〇
年
）

大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
知
識
人
や
政
治
家
た
ち
の
国
境
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ま
た
二
代
目
主
筆
の
ベ
ッ
カ
ー
（W

erner Becker, 1904-81

）
は
、

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
指
導
を
受
け
た
法
学
博
士
で
あ
り
、
三
代

目
に
し
て
最
後
の
主
筆
ク
ラ
イ
ン
（K

arl K
lein

）
は
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
学
生
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
「
ゲ
レ
ス
・
サ
ー
ク
ル
（Görres-

Ring

）」
に
活
動
基
盤
を
有
し
、
攻
撃
的
な
政
治
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

を
展
開
し
た
。
概
し
て
主
筆
陣
は
、
編
集
責
任
者
た
ち
よ
り
も
攻
撃

的
で
、
同
時
代
の
「
保
守
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
近
い
思
想
の

持
ち
主
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
（Bock 2006: 353f.

）。

多
種
多
様
な
寄
稿
者
や
、
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
政
党
・
諸
団
体
の
名
士

を
集
め
た
編
集
陣
を
一
瞥
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、『
ア
ー
ベ
ン
ト

ラ
ン
ト
』
は
、
特
定
の
政
治
的
立
場
を
表
明
す
る
雑
誌
と
は
い
え
な

か
っ
た
。
ラ
イ
ン
中
央
党
に
近
い
人
が
相
対
的
に
多
い
も
の
の
、
政

党
政
治
的
な
議
論
は
ほ
と
ん
ど
『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
で
は
展
開

さ
れ
て
い
な
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
個
別
の
利
害
集
団
を
代
表
し
た
他

の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
メ
デ
ィ
ア
と
は
異
な
り
、『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン

ト
』
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
緩
や
か
な
紐
帯
を
も
と
に
し
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
を
志
向
し
た
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。

政
治
関
連
の
記
事
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
の
国
制
を
め
ぐ
る
も
の

や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
・
国
際
連
盟
政
策
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、

日
常
政
治
を
論
じ
た
も
の
は
少
な
い
。
と
く
に
初
期
に
お
い
て
は
、

き
わ
め
て
抽
象
的
な
論
説
が
多
い
（
時
代
が
下
る
と
、
独
墺
合
邦

（
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
）
や
、
教
育
政
策
、
社
会
政
策
な
ど
、
個
別
問
題

に
関
す
る
論
説
が
多
く
な
る
が
）。
ま
た
と
く
に
目
立
つ
の
は
、
ド

イ
ツ
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
政
治
、
社
会
、
文
化
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
で
あ
る
。
実
際
、
外
国
か
ら
の
寄
稿
が
実
に
多
い
。

こ
の
よ
う
に
、
雑
誌
『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
を
党
派
的
な
ス
ペ

ク
ト
ル
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
の
は
難
し
い
。
と
は
い
え
、
大
き
な

目
的
と
基
調
は
明
確
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン

ト
』
の
よ
き
理
解
者
ロ
ア
ン
が
、
自
身
の
雑
誌
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ

ヴ
ュ
ー
』
で
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
纏
め
て
い
る
。

「
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
生
命
線
は
二
つ
の
目
標
を
指
し
示
し

て
い
る
。
こ
の
二
つ
は
、
並
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
連
続
し

て
い
る
、
あ
る
い
は
入
り
混
じ
っ
て
い
る
と
い
っ
た
方
が
良
い

か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
の
統
一
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

統
一
、
民
族
共
同
体
（V

olksgem
einschaft

）
と
ア
ー
ベ
ン
ト

ラ
ン
ト
ま
た
は
統
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（geeinigtes Europa

）
で

あ
る
。
こ
の
課
題
に
、［
一
九
二
五
年
］
一
〇
月
一
日
に
創
刊
号

が
出
版
さ
れ
た
『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
は
取
り
組
ん
で
い

る
。『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
は
こ
れ
を
心
か
ら
歓
迎
す

る
」（Rohan 1925: 140f.

）。

ト
リ
ッ
ク
政
党
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
ド

イ
ツ
代
表
団
の
一
人
で
あ
り
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
」
の
唱
道
者

だ
っ
た
（
板
橋 

二
〇
一
三
：
七
九
）。

政
治
家
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
首
相
ザ
イ
ペ
ル
（Ignaz Seipel, 

1876-1932

、
首
相
在
任
一
九
二
二
年
五
月
〜
二
四
年
一
一
月
、
二
六

年
一
〇
月
〜
二
九
年
五
月
）
や
、
レ
ル
ヒ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
伯
（H

ugo 

Graf von Lerchenfeld-K
öfering, 1871-1944

）
が
い
る
。
周
知
の

よ
う
に
ザ
イ
ペ
ル
は
、
高
位
聖
職
者
・
神
学
教
授
で
あ
る
と
同
時

に
、
一
九
二
〇
年
代
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
の
総

裁
を
務
め
た
大
政
治
家
で
あ
る
。
首
相
在
任
時
に
は
国
際
連
盟
に
忠

実
な
外
交
政
策
を
と
り
つ
つ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
経
済
再
建
に
努
め

た
。
ま
た
、
元
バ
イ
エ
ル
ン
首
相
の
レ
ル
ヒ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
、
一

九
二
六
年
七
月
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
駐
在
ド
イ
ツ
公
使
に
就
任
し
、
独

墺
関
係
の
強
化
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と

バ
イ
エ
ル
ン
の
大
物
に
加
え
、
ラ
イ
ン
中
央
党
の
重
要
人
物
ホ
リ
オ

ン
（Johannes H

orion, 1876-1933

）
と
ハ
ー
マ
ッ
ハ
ー
（W

ilhelm
 

H
am

acher, 1883-1951

）
も
編
集
責
任
者
を
務
め
て
い
た
。

さ
ら
に
『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
の
編
集
責
任
者
に
は
学
者
・
知

識
人
も
い
た
が
、
彼
ら
は
概
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
左
派
に
位
置
す
る

人
々
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
な
ど
で
教
授
を
務
め
た
社

会
倫
理
学
者
ブ
リ
ー
フ
ス
（Götz Briefs, 1889-1974

）
は
労
働
者

の
「
疎
外
」
を
研
究
し
て
い
た
し
、
ま
た
同
様
に
ケ
ル
ン
大
学
の
社

会
倫
理
学
者
ブ
ラ
ウ
ア
ー
（T

heodor Brauer, 1880-1942

）
は

「
連
帯
主
義
的
な
」
労
働
組
合
を
唱
え
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
末
期

に
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ヴ
ィ
ン
タ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
系
労
組
の
教
育
組
織
を

指
導
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
他
に
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
カ
デ
ミ

カ
ー
連
盟
の
創
設
者
ミ
ュ
ン
ヒ
（Franz X

aver M
ünch, 1883-

1940

）
や
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
法
史
学
者
で
あ
り
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル

憲
法
の
起
草
に
も
関
わ
っ
た
バ
イ
エ
ル
レ
（K

onrad Beyerle, 

1872-1933

）、
高
名
な
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
家
デ
ン
プ
フ
（A

lois 

D
em

pf, 1891-1972

）
が
編
集
責
任
者
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

雑
誌
編
集
の
日
常
的
業
務
を
司
る
主
筆
（Schriftleiter

）
に
も

目
を
向
け
て
み
よ
う
。
編
集
責
任
者
が
カ
ト
リ
ッ
ク
系
諸
組
織
の
名

士
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
集
め
た
も
の
だ
っ
た
一
方
、
主
筆
に
は
若
く
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
な
知
識
人
が
就
い
た
。
初
代
主
筆
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
シ
ュ
ラ
イ
フ
ォ
ー
グ
ル
（Friedrich Schreyvogl, 1899-

1976

）
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
国
家
学
を
学
ん
だ
の
ち
、
文
筆
家
と

し
て
活
躍
し
な
が
ら
、
ロ
ア
ン
の
信
奉
者
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化

同
盟
の
創
設
に
加
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
に
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
文
筆
家
連
盟
会
長
に
就
任
し
た
た
め
、『
ア
ー

ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
の
主
筆
か
ら
は
退
く
が
、
引
き
続
き
編
集
責
任
者

に
は
留
ま
り
、
同
誌
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
立
場
を
代
弁
し
続
け
た
。
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プ
ラ
ッ
ツ
は
一
九
〇
〇
年
に
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
ラ
ン
ダ
ウ
で
ア
ビ

ト
ゥ
ー
ア
を
取
得
し
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学

で
神
学
な
ど
を
学
ん
だ
の
ち
、
一
九
〇
五
年
に
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学

で
言
語
学
の
学
位
を
取
得
し
た
。
こ
の
時
期
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
い
く
つ

か
の
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
派
の
サ
ー
ク
ル
（
ク
ラ
イ
ス
）
に
所
属
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
学
友
ア
ベ
レ
（T

heodor A
bele, 1879-1965

）

と
と
も
に
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
神
学
者
シ
ェ
ル
（H

erm
ann 

Schell, 1850-1906

）
を
中
心
と
し
た
ク
ラ
イ
ス
に
属
し
て
い
た
。

ま
た
、
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
を
取
得
し
た
一
九
〇
〇
年
に
、
マ
ル
ク
・
サ

ン
ニ
エ
（M

arc Sangnier, 1873-1950

）
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
「
シ

ヨ
ン
（Sillon 

畝
）」
運
動
と
出
会
い
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主

義
と
平
和
主
義
に
感
銘
を
受
け
た
。
さ
ら
に
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
社
会
運
動
の
指
導
者
ゾ
ン
ネ
ン
シ
ャ
イ
ン
（Carl 

Sonnenschein, 1876-1929

）
と
も
接
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
二
〇
代
の
時
期
に
青
年
プ
ラ
ッ
ツ
は
、「
シ
ヨ
ン
」

運
動
な
ど
の
カ
ト
リ
ッ
ク
左
派
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義

派
に
共
感
を
寄
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
に
教
皇
ピ
ウ
ス

一
〇
世
が
「
シ
ヨ
ン
」
の
「
近
代
主
義
」
を
批
判
し
て
破
門
し
た
と

き
（
ア
ー
レ
テ
ィ
ン 

一
九
七
三
：
一
八
二
―
一
八
三
）、
プ
ラ
ッ
ツ

は
そ
れ
に
従
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
プ
ラ
ッ
ツ
が
「
近
代
」
を
再
考

す
る
き
っ
か
け
と
な
る
。

と
も
あ
れ
、
そ
の
後
も
プ
ラ
ッ
ツ
は
積
極
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
諸

運
動
に
関
わ
っ
て
い
く
。彼
の
周
り
に
は
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
や
ロ
ベ
ー

ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
も
い
た
。
こ
う
し
た
面
々
が
、
前
述
の
マ
リ
ア
・

ラ
ー
ハ
の
典
礼
運
動
や
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
カ
デ
ミ
カ
ー
連
盟
の
創
設

に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
プ
ラ
ッ
ツ
は
文
筆
活
動
に
も
勤

し
み
、
ム
ー
ト
（Carl M

uth, 1867-1944

）
の
『
高
地
（H

ochland

）』

に
寄
稿
し
て
い
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
プ
ラ
ッ
ツ

は
東
部
戦
線
に
配
置
さ
れ
る
が
、
知
仏
派
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
一
九

一
五
年
に
は
陸
軍
省
、
一
八
年
に
は
外
務
省
に
戦
時
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

へ
の
協
力
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
中
に
プ
ラ
ッ
ツ
は
『
高

地
』
で
フ
ラ
ン
ス
思
想
の
分
析
を
次
々
と
発
表
し
、
そ
れ
ら
は
戦
後

の
一
九
二
二
年
に
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
精
神
の
闘
争
』
と
い

う
大
著
に
纏
め
ら
れ
た
（Platz 1922

）。

プ
ラ
ッ
ツ
は
、
戦
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
繋
が
り
を
保
ち
、
そ
し
て
何
よ
り
も
旺
盛
な
著
述
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
言
論
空
間
で
一
定
の
知
名
度

を
得
る
に
至
っ
た
。
ま
た
学
位
取
得
後
、
大
戦
前
に
は
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
で
、
大
戦
後
に
は
ボ
ン
で
高
等
学
校
正
教
諭
（Studienrat

）

を
務
め
て
い
た
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
当
時
気
鋭
の
ロ
マ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
ク

ル
テ
ィ
ウ
ス
（Ernst Robert Curtius, 1886-1956

）
の
推
挙
に
よ

り
、
一
九
二
四
年
三
月
か
ら
ボ
ン
大
学
の
フ
ラ
ン
ス
精
神
史
の
嘱
託

つ
ま
り
、「
ド
イ
ツ
の
統
一
」
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
一
」
を
不
可

分
の
も
の
と
捉
え
、
両
者
の
結
合
と
そ
の
同
時
の
達
成
を
目
指
す
こ

と
、
こ
れ
が
『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
の
基
調
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
基
調
の
設
定
に
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
ヘ

ル
マ
ン
・
プ
ラ
ッ
ツ
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

Ⅲ
ヘ
ル
マ
ン
・
プ
ラ
ッ
ツ
の

「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
思
想

１
プ
ラ
ッ
ツ
と
は
誰
か

ボ
ン
大
学
の
ロ
マ
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
ヘ
ル
マ
ン
・
プ
ラ
ッ
ツ

（H
erm

ann Platz, 1880-1945

）
は
、『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
の

編
集
責
任
者
の
な
か
で
最
も
同
誌
に
影
響
力
を
持
っ
た
人
物
で
あ

る
。
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
の
著
作
以
来
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
概
念

は
流
行
し
た
が
、
こ
の
概
念
を
カ
ト
リ
ッ
ク
の
側
か
ら
、
早
く
か
ら

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
か
た
ち
で
鋳
直
し
た
の
が
プ
ラ
ッ
ツ
で
あ
る
。
ま
た

彼
は
、
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
非
難
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ

い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
民
族
の
連
帯
、
と
り
わ
け
独
仏
間
の
連
帯
を
説

き
、
そ
の
文
脈
か
ら
相
対
的
安
定
期
に
お
け
る
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン

外
交
も
支
持
し
た
。
で
は
、
い
か
に
し
て
プ
ラ
ッ
ツ
は
「
ア
ー
ベ
ン

ト
ラ
ン
ト
」
と
い
う
概
念
に
辿
り
つ
き
、
こ
の
概
念
に
何
を
託
し
た

の
か
。
ま
ず
は
プ
ラ
ッ
ツ
の
人
生
を
追
っ
て
み
よ
う＊

４

。

ヘ
ル
マ
ン
・
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
一
八
八
〇
年
一
〇
月
一
九
日
、
農

家
・
ビ
ー
ル
醸
造
業
者
の
息
子
と
し
て
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
オ
ッ
フ
ェ
ン

バ
ッ
ハ
に
生
ま
れ
た
。
プ
ラ
ッ
ツ
は
少
年
の
頃
か
ら
、
父
が
購
読
し

て
い
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
『
メ
ス
新
報
（Courrier de M

etz

）』
に
目

を
通
し
（
メ
ス
は
こ
の
と
き
ド
イ
ツ
帝
国
領
）、
伯
父
の
蔵
書
か
ら
一

七
・
一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
書
を
借
り
て
読
み
漁
っ
て
い
た
と

い
う
。
他
に
も
プ
ラ
ッ
ツ
は
ス
ペ
イ
ン
語
や
イ
タ
リ
ア
語
も
好
み
、

早
く
か
ら
習
得
し
て
い
た
。
ロ
マ
ニ
ス
ト
に
な
る
た
め
の
素
養
は
少

年
時
代
に
身
に
つ
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

写真1　ヘルマン・プラッツ
（出所）Becker 2007: 22.
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こ
う
し
て
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
大
戦
後
の
独
仏
関
係
の
改
善
を
「
ス
ー

プ
ラ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
」
形
で
め
ざ
す
。
そ
の
際
、
フ
ラ
ン
ス
の
民
主

主
義
的
な
改
革
派
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
運
動
が
、
当
地
で
支
配
的
な
反

独
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
覆
す
こ
と
を
彼
は
期
待
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
に
寄
稿
し
た
プ
ラ
ッ
ツ
の
論
説
に
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
が
多
い
（
板
橋 

二

〇
一
三
：
八
七
、
注
二
九
）。

こ
の
よ
う
に
プ
ラ
ッ
ツ
は
知
仏
派
で
あ
り
、
親
仏
派
と
も
い
え
る

人
物
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
上
に
、
あ
く
ま
で
ド
イ
ツ
愛
国

主
義
者
で
あ
り
、
何
よ
り
も
ラ
イ
ン
愛
郷
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
は

強
調
し
て
お
き
た
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
併
合
要
求
に
は

断
固
反
対
し
た
し
、
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
併
合
に
協
力

す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
際
に
は
、
強
く
反
発
し
た
（Platz 1919

）。

あ
く
ま
で
ラ
イ
ン
は
「
生
粋
の
ド
イ
ツ
の
地
で
あ
り
、
永
遠
に
ド
イ

ツ
の
地
」
な
の
で
あ
っ
た
（Platz 1924a: 122

）。

そ
し
て
プ
ラ
ッ
ツ
の
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
思
想
は
、
ま
さ
に

ラ
イ
ン
中
心
主
義
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン

ト
』
の
創
刊
号
で
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
ド
イ
ツ
的
な
精
神
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ド
イ
ツ
の
地
で

0

0

0

0

0

0

、

人
文
主
義
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
生
を
歩
み
続
け
よ
う
と
し
て

い
る
。
東0

と
北0

か
ら
は
、
恐
ろ
し
い
軍
隊

0

0

0

0

0

0

、
逞
し
い
男
た
ち
、

沈
思
黙
考
す
る
人
、
怖
い
も
の
知
ら
ず
、
思
い
焦
が
れ
た
欲
望

が
流
れ
込
ん
だ
。
他
方
、
南0

と
西0

か
ら
は
、
本
質
を
捉
え
、
思

想
と
目
的
が
明
確
で
、
し
ば
し
ば
冷
酷
で
打
算
的
な
人
々

0

0

が
到

来
し
た
。
こ
の
間
に
わ
れ
わ
れ
は
、
か
つ
て
地
中
海
の
岸
辺
に

花
開
い
た
、
到
達
可
能
で
分
別
の
あ
る
人
間
存
在
の
様
式
を
、

東0

と
北0

に
約
束
し
た
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
、
永
遠
の
ロ
マ
ン
主

義
の
地
で
偉
大
な
生
の
魔
力

0

0

0

0

か
ら
生
じ
た
生
命
力
と
想
像
力

を
、
西0

と
南0

に
約
束
し
た
。
／
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
の
文
化

（abendländische K
ultur

）
は
、
南
海
か
ら
北
海
ま
で
、
南

西
か
ら
北
東
ま
で
行
き
渡
る
。
ラ
イ
ン
川

0

0

0

0

こ
そ
、
宿
命
的
な
中0

心
点

0

0

で
あ
り
、
継
ぎ
目
、
結
線
、
精
神
的
な
転
換
点
で
あ
り
、

摂
取
や
移
行
や
継
続
が
行
わ
れ
る
地
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
」（Platz 1925: 5

）。

そ
し
て
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
は
、
ラ
イ
ン
川
を
中
心
に
、
ド
ー
ム

状
に
広
が
っ
て
い
る
（überw

ölbt

）
の
で
あ
る
（Platz 1924a: 122 ＊

７
）。

教
授
（H

onorarprofessur

）
に
就
任
し
た
。

さ
て
、
ボ
ン
大
学
就
任
前
後
か
ら
プ
ラ
ッ
ツ
は
、「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ

ン
ト
」
と
い
う
理
念
を
著
作
活
動
の
前
面
に
押
し
出
す
よ
う
に
な
る
。

例
え
ば
、
そ
れ
ま
で
の
論
説
を
集
め
た
著
作
の
タ
イ
ト
ル
は
『
ラ
イ

ン
と
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
』（
一
九
二
四
年
）
と
さ
れ
た
し

（Platz 1924b

）、
同
年
に
出
版
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
『
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
の
理
念
』（Platz 1924a ＊

５）

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
一
九
二
五
年
に
『
ア
ー

ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
を
発
刊
す
る
以
前
か
ら
、
精
力
的
に
「
ア
ー
ベ
ン

ト
ラ
ン
ト
」
と
い
う
理
念
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
些
か
抽
象
的
で
衒
学
的
な
プ
ラ
ッ
ツ
の
「
ア
ー
ベ
ン

ト
ラ
ン
ト
」
理
念
を
、
二
〇
年
代
の
諸
著
作
を
も
と
に
再
構
成
し
て

い
こ
う
。

２
フ
ラ
ン
ス
へ
の
眼
差
し
と
ラ
イ
ン
愛
郷
主
義

ま
ず
注
意
し
た
い
の
は
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
ド
イ
ツ
人
と
い
う
プ

ラ
ッ
ツ
の
立
場
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
に
よ
っ
て
当
時

ラ
イ
ン
左
岸
地
域
は
連
合
国
の
占
領
下
に
入
り
、
さ
ら
に
ラ
イ
ン
ラ

ン
ト
は
フ
ラ
ン
ス
の
併
合
要
求
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ラ
イ

ン
ラ
ン
ト
は
大
戦
後
も
独
仏
紛
争
の
最
前
線
で
あ
り
、
プ
ラ
ッ
ツ
ら

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
ド
イ
ツ
人
に
は
、
何
よ
り
も
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て

ど
う
向
き
合
う
か
が
突
き
付
け
ら
れ
て
い
た
。
結
果
的
に
プ
ラ
ッ
ツ

の
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
理
念
お
よ
び
雑
誌
『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン

ト
』
は
、
独
仏
の
緊
張
が
緩
和
し
た
相
対
的
安
定
期
に
受
容
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
誕
生
の
契
機
は
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
ド
イ
ツ
人

の
危
機
意
識
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
に
一
九
二
三
年
の
時
点
で
プ

ラ
ッ
ツ
は
、
デ
ン
プ
フ
と
と
も
に
『
キ
リ
ス
ト
教
的
西
洋
（O

ccidens 

Christianus

）』
と
い
う
国
際
的
な
月
刊
誌
の
刊
行
を
計
画
し
て
い

た
（Pöpping 2002: 101

）。

さ
て
、
プ
ラ
ッ
ツ
の
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
理
念
の
特
徴
と
強

み
は
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
ロ
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
、
他
の
ド
イ
ツ
知
識

人
よ
り
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
と
現
状
に
（
彼
な
り
に
）
通
じ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
に
彼
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（N

ationalism
us

）
に
関
す

る
研
究
（
次
い
で
ド
イ
ツ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
研

究
）
は
、
私
に
次
の
こ
と
を
教
え
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
ー
プ
ラ

0

0

0

00

0

0

0

0

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
実
体

0

0

0

0

0

0

0

0

（übernationale Substanz

）
に
し
っ

0

0

0

か
り
と
繋
ぎ
合
わ
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
激
情

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

（nationale Leidenschaft

）
は
克
服
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を0

＊
６」。
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（O
rdnungs- und Form

losigkeit

）」
時
代
と
規
定
す
る
。「
形
式
」

を
回
復
す
る
に
は
、
社
会
を
有
機
的
に
繋
ぐ
（
あ
る
い
は
繋
ぎ
直

す
）
し
か
な
い
。
例
え
ば
、
中
央
党
の
依
頼
で
一
九
二
五
年
八
月
一

一
日
の
憲
法
記
念
日
に
ラ
イ
ヒ
大
統
領
、
政
府
、
議
会
の
前
で
演
説

す
る
機
会
を
得
た
が
、
そ
こ
で
開
陳
さ
れ
た
の
は
、
プ
ラ
ッ
ツ
の

ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
へ
の
熱
烈
な
支
持
と
と
も
に
、
有
機
体
論
的
な
世

界
像
で
あ
っ
た
。「
各
構
成
要
素
（Glieder

）
が
全
体
に
奉
仕
す
る

と
き
、
ド
イ
ツ
は
再
び
花
開
き
、
新
た
な
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
世
界
も
、
精
神
的
な
全
体

と
し
て
、
独
立
し
た
実
体
の
担
い
手
と
し
て
［
…
…
］
認
識
さ
れ
た

な
ら
ば
、
再
び
形
式
を
取
り
戻
す
で
し
ょ
う＊

９

」。

ま
た
プ
ラ
ッ
ツ
は
、『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
創
刊
号
の
巻
頭
言

で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
本
誌
は
、
散
り
散
り
に
な
っ
た
も
の
を
再
び
集
め
、
道
を
踏

み
外
し
た
も
の
を
正
し
き
方
向
に
戻
し
、
わ
れ
わ
れ
が
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
孤
立
の
時
代
に
お
い
て
失
っ
た
全
体
性
へ
の
限
り
な
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

愛0

に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
統
一
性
へ
と
結
び
つ
け
る
だ

ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
確
信
し
て
い
る
。
生
き
生
き
と
過
去
を
振

り
返
る
精
神
の
試
み
と
、
未
来
へ
の
見
通
し
に
よ
っ
て
、
ま
さ

に
ド
イ
ツ
民
族
に
お
い
て
、
時
代
精
神
が
押
し
の
け
た
最
良
の

力
が
、
全
体
の
至
福
の
た
め
に
再
び
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
。
そ

し
て
、
ド
イ
ツ
の
諸シ
ュ
テ
メ族
、
諸シ

ュ
テ
ン
デ

身
分
、
民フ

ォ
ル
ク族
、
国シ

ュ
タ
ー
ト家が
、
新
た
な

秩
序
ラ
イ
ヒ
（O

rdnungsreich

）
へ
と
有
機
的
に
組
み
合
わ

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
力
と
、
個
々
の
生
の
新
た
な

充
足
を
見
い
だ
す
こ
と
を＊

10

」。

そ
し
て
、
プ
ラ
ッ
ツ
に
お
い
て
は
、
秩
序
を
回
復
し
形
式
を
付
与

で
き
る
の
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
以
外
に
な
か
っ
た＊

11

。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
運
命
が
描
か
れ
て
い
る
教
会
の
伝
統
と
い
う

枠
組
み
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
、
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
の

実
体
を
意
識
す
る
の
は
比
較
的
容
易
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
は
こ
ん

に
ち
、
こ
の
生
の
統
一
体
（Lebenseinheit

）
の
唯
一
の
有
機

的
な
担
い
手
で
あ
る
。［
…
…
］
自
ら
の
力
と
責
任
で
こ
の
実

体
を
再
び
得
る
の
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
は
よ
り
難
し
い
だ

ろ
う
。
自
由
思
想
家
に
は
も
っ
と
も
困
難
で
あ
る＊

12

」。

そ
し
て
、
と
り
わ
け
敗
戦
国
で
あ
る
「
ド
イ
ツ
は
、
工
業
家
や
金

融
業
者
で
は
な
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
通
し
て
、
精
神
世
界
の
全
体
性

と
有
機
的
に
繋
が
っ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
カ
ト
リ
ッ
ク

は
「
特
別
な
課
題
」
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（Platz 1924a: 138

）。

３
宗
教
と
生
の
有
機
的
な
結
合
と
し
て
の

「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
理
念

プ
ラ
ッ
ツ
に
よ
る
と
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
は
「
知
覚
可
能

な
」「
現
実
」
で
あ
り
、「
歴
史
的
な
力
」
で
あ
り
、「
理
念

0

0

（Idee

）」

で
あ
る
。
こ
の
理
念
は
、「
地
域
的
に
は

0

0

0

0

0

（landschaftlich

）
カ
ー

0

0

ル
大
帝

0

0

0

に
よ
る
生
存
圏
（Lebensraum

）
と
結
び
つ
い
て
い
る
」

と
さ
れ
た
。「
ロ
シ
ア

0

0

0

は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
や
そ
の
後
継
者
た
ち

に
よ
る
西
欧
化
の
試
み
（V

erw
estlichungsversuche

）
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
決
し
て
そ
こ
に
属
し
て
は
い
な
い
」
一
方
で
、「
イ
ギ
リ

0

0

0

ス0

は
、
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
を
越
え
て
、
目
的
に
基
づ
く
繋
が
り
の

な
か
で
広
が
り
続
け
て
い
る
」。
つ
ま
り
、「
西
欧
化
」
に
至
ら
な
い

ロ
シ
ア
と
、
広
大
な
植
民
地
を
持
つ
海
洋
帝
国
イ
ギ
リ
ス
は
「
ア
ー

ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
（Platz 1924a: 122f.
）。

ま
た
、「
内
容
的
に
は

0

0

0

0

0

（inhaltlich

）
こ
の
理
念
は
、
古
典
古
代

0

0

0

0

、

キ
リ
ス
ト
教
世
界

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
し
て
ロ
マ
ン
ス
的
＝
ゲ
ル
マ
ン
的
な
諸
民
族

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
実
生
活

0

0

0

0

の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
」
と
い
う
。
プ
ラ
ッ
ツ
の
長
い
説

明
を
煎
じ
詰
め
る
と
、「
宗
教
と
生
の
有
機
的
な
結
び
つ
き
」
が

「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
理
念
を
育
ん
だ
の
で
あ
る
（Platz 1924a: 

123

）。

し
か
し
、
こ
の
宗
教
と
生
の
有
機
的
な
結
合
は
現
代
で
は
失
わ
れ

た
。「
生
の
世
俗
化
と
物
象
化
」
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ツ

は
そ
の
帰
結
を
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
観
察
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

「
政
治
」
の
領
域
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
プ
ラ
ッ
ツ
に
よ
る

と
、「
宗
教
と
生
の
繋
が
り
の
粉
砕
」
は
「
宗
教
と
政
治
の
繋
が
り

の
粉
砕
」
も
意
味
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、「
政
治
の
領
域
に
お
い
て

は
、
国
家
の
利
害
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
価
値
、
人
種
の
優
先
が
、
一
方

的
に
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
、
全
体
（das Ganze

）

と
個
（das Einzelne

）
を
不
断
に
支
え
る
べ
き
平
和
政
策

（Friedenspolitik

）
は
い
っ
そ
う
困
難
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」。
世

俗
的
な
権
力
国
家
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
に
よ
り
、
本
来
な
ら

ば
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
と
い
う
「
全
体
」
に
対
す
る
「
部
分
」

で
あ
る
べ
き
「
国
民
国
家
（N

ationalstaaten

）」
は
、
権
力
政
策

と
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
を
追
求
し
、
相
争
う
よ
う
に
な
っ
た
。
独
仏
関
係

に
つ
い
て
も
、「
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
と
ビ
ス
マ
ル
ク
の
あ
い
だ
」
の
時

代
に
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
メ
シ

0

0

0

0

0

0

0

0

ア
ニ
ズ
ム

0

0

0

0

」
が
放
た
れ
た
。「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
の
統
一
性
と
共

同
体
は
救
い
よ
う
も
な
く
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、「
こ
の
歪
み
と
硬
直
を
決
定
的
に
示
す
の
が
、
ラ
イ
ン
の
現

0

0

0

0

0

状0

」
で
あ
っ
た
（Platz 1924a: 123-126 ＊

８
）。

プ
ラ
ッ
ツ
は
、
か
か
る
現
代
を
「
秩
序
と
形
式
を
喪
失
し
た
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体
に
関
連
付
け
る
こ
と
、
個
を
全
体
の
な
か
で
動
的
に
想
定
す

る
こ
と
、［
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
に
は
］
ま
さ
に
こ
れ
が
欠
け
て

い
る
の
だ
！＊

14

」

こ
う
し
て
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
反
近
代
的
な
ド
イ
ツ
愛
国
主
義
者
で
あ

り
な
が
ら
も
、
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
拒
否
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

５
ナ
チ
政
権
と
プ
ラ
ッ
ツ

プ
ラ
ッ
ツ
は
一
九
三
三
年
の
ナ
チ
党
の
権
力
掌
握
後
も
し
ば
ら
く

は
無
事
だ
っ
た
が
、
ナ
チ
は
彼
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
一
九
三
四
年

一
二
月
に
作
成
さ
れ
た
ナ
チ
の
大
管
区
指
導
部
の
文
書
に
は
こ
う
あ

る
。「

ボ
ン
大
学
の
な
か
で
は
、
プ
ラ
ッ
ツ
教
授
が
一
一
月
体
制

［
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
こ
と
］
の
典
型
的
な
代
表
者
の
一
人

で
あ
る
。
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
政
治
的
カ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
、

彼
は
現
在
で
も
、
ザ
ー
ル
地
域
や
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
政
治
的

カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
あ
い
だ
で
人
望
を
集
め
て
い
る
。
そ
の
う
え

彼
は
、
き
わ
め
て
遺
憾
な
か
た
ち
で
熱
烈
な
親
フ
ラ
ン
ス
政
策

を
長
き
に
わ
た
っ
て
主
張
し
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス

の
多
く
の
サ
ー
ク
ル
で
格
別
の
共
感
を
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
わ
れ
わ
れ
の
見
る
と
こ
ろ
、
彼
は
い
か
な
る
国
民
社
会

主
義
の
思
想
も
受
け
入
れ
て
い
な
い
。
ボ
ン
で
彼
は
、
い
み
じ

く
も
「
共
和
国
広プ
ラ
ッ
ツ場

（Platz der Republik

）」
と
い
う
渾
名

を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ン
大
学
か
ら
彼
を
解
雇
す
る
こ
と

は
、
わ
れ
わ
れ
の
運
動
の
立
場
か
ら
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」

（H
ausm

ann 1993: 69

）。

こ
う
し
て
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
一
九
三
五
年
三
月
に
ボ
ン
大
学
の
職
を

解
か
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
措
置
に
対
し
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
当
初
は
沈
黙

し
て
い
た
が
、
子
ど
も
た
ち
（
当
時
二
〇
代
の
四
人
の
息
子
と
一
人
の

娘
が
い
た
）
の
名
誉
の
た
め
、
三
六
年
二
月
二
〇
日
に
正
式
に
解
雇

の
撤
回
を
求
め
る
文
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
文
書
で
は
、
世
界
大
戦

へ
の
貢
献
を
は
じ
め
、
プ
ラ
ッ
ツ
の
ド
イ
ツ
愛
国
主
義
と
ラ
イ
ン
愛

郷
主
義
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
ナ
チ
ス
へ
の
阿
り
は
な
か
っ
た＊

15

。

結
局
、
復
職
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
パ
ス
カ
ル

や
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
細
々
と
文
筆
活
動
を
続
け
た
。

ま
た
ニ
ー
チ
ェ
や
Ｈ
・
Ｓ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
な
ど
時
局
に
沿
う
よ
う

な
対
象
も
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
決
し
て
ナ
チ
的
な
解
釈
が
展

開
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
し
て
、「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
思
想
の
目
的
」
は
次
の
よ
う

に
定
式
化
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
理
性
的

な
協
働
を
通
じ
て
、
各
構
成
要
素
が
自
律
的
か
つ
連
帯
的
に
存
在
で

き
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
平
和
を
獲
得
し
保
障
す
る
よ
う
な
、
一
つ
の

ラ
イ
ヒ
（ein Reich
）
を
打
ち
立
て
る
こ
と
」
で
あ
る
（Platz 

1924a: 140

）。

４
近
代
批
判
と
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
批
判

か
か
る
有
機
的
な
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
思
想
と
表
裏
一
体
の

も
の
と
し
て
、
プ
ラ
ッ
ツ
の
著
作
に
は
激
し
い
「
近
代

（M
oderne

）」
批
判
が
見
ら
れ
る
。
プ
ラ
ッ
ツ
の
近
代
批
判
は
、
一

九
二
四
年
に
出
版
さ
れ
た
論
文
集
『
大
都
市
と
人
間
存
在
』
で
最
も

鮮
明
に
表
れ
て
い
る
（Platz 1924c

）。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
の
は
、

当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
お
馴
染
み
の
近
代
批
判
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
近
代
化
に
よ
っ
て
、
世
俗
化
お
よ
び
個
人
主
義
化
が
促
さ
れ
、

人
間
は
孤
立
し
、
価
値
も
崩
壊
し
、
現
代
社
会
は
精
神
的
に
も
政
治

的
に
も
貧
困
に
な
っ
た
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
、
プ
ラ
ッ
ツ
が
か
か
る
近
代
批

判
を
展
開
す
る
際
に
参
照
し
た
の
が
ラ
ガ
ル
ド
（Paul de Lagarde, 

1827-91

）
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ガ
ル
ド
は
フ
ェ
ル
キ
ッ

シ
ュ
思
想
の
祖
の
一
人
で
あ
り
、
一
部
の
研
究
で
は
ナ
チ
の
源
流
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
（
ス
タ
ー
ン 

一
九
八
八
、
モ
ッ
セ 

一

九
九
八
）。
ラ
ガ
ル
ド
は
、
ド
イ
ツ
に
蔓
延
す
る
「
非
精
神
性

（U
ngeistigkeit

）」
の
原
因
を
「
プ
ロ
イ
セ
ン
的
＝
ド
イ
ツ
的
な
様

式
」
の
普
及
に
見
た
。
ラ
ガ
ル
ド
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
「
人
造
的

（H
om

unkulität

）
か
つ
人
工
的
な
も
の
（K

unstprodukt

）」
で
あ
っ

た
。
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
こ
う
し
た
ラ
ガ
ル
ド
の
同
時
代
ド
イ
ツ
に
対
す

る
診
断
を
評
価
し
た
の
で
あ
る＊

13

。

し
か
し
、
プ
ラ
ッ
ツ
は
ラ
ガ
ル
ド
を
肯
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

ラ
ガ
ル
ド
は
、
現
代
ド
イ
ツ
の
病
を
「
ゲ
ル
マ
ン
的
な
」「
魂
の
文

化
（Seelenkultur

）」
に
還
る
こ
と
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
か
か
る
態
度
は
、
プ
ラ
ッ
ツ
か
ら
見
る
と
「
古
ゲ
ル
マ
ン
へ

の
ロ
マ
ン
主
義
的
な
逃
避
」（
こ
れ
が
彼
の
ラ
ガ
ル
ド
論
の
タ
イ
ト
ル

で
も
あ
る
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
プ
ラ
ッ
ツ
の
「
ス
ー
プ
ラ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
」
有
機
的
思
考
に
と
っ
て
、
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
思
想

は
狭
隘
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ッ
ツ
は
、
戦
間
期
ド
イ
ツ
に
普
及
し
た

フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
思
想
・
運
動
に
対
し
て
不
満
を
述
べ
て
い
る
。

「
本
質
や
権
力
か
ら
逃
避
し
ま
い
と
い
う
意
志
を
、
最
も
強
力

に
、
し
か
し
最
も
近
視
眼
的
で
最
も
盲
目
に
有
し
て
い
る
の

が
、
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。［
…
…
］
し
か
し
、
個
を
全
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た
り
板
橋
（
二
〇
一
一
）
を
参
照
）、「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
は
、

冷
戦
を
背
景
に
「
西
側
結
合
」
を
進
め
て
い
く
西
ド
イ
ツ
政
府
の
外

交
政
策
を
支
え
る
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
を
考
え
る

際
に
は
、
戦
間
期
に
ま
で
立
ち
戻
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

◉
注

＊
１	

最
も
重
要
な
研
究
と
し
てSchildt

（1999

）、Conze

（2005

）。

邦
語
で
は
板
橋
（
二
〇
一
一
）。
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
運
動
も
含
む
、

西
欧
の
保
守
派
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

最
新
の
研
究
と
し
てGroßm

ann

（2014

）。
第
二
次
世
界
大
戦
以
前

の
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
言
説
に
つ
い
て
はPöpping

（2002

）
が

包
括
的
で
あ
る
。

＊
２	

ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
第
二
帝
政
の
結
び
つ
き
、

お
よ
び
帝
政
崩
壊
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

深
井
（
二
〇
一
二
）
を
参
照
。

＊
３	

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
同
盟
の
目
的
は
、
ロ
ア
ン
に
よ
る
と
「
高
次
の

エ
リ
ー
ト
・
レ
ベ
ル
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
意
識
の
担
い
手
と
し
て
の
精
神

的
・
社
会
的
な
上
流
階
級
の
形
成
を
支
援
す
る
こ
と
」
と
あ
り
、
最
盛

期
に
は
一
四
ヵ
国
に
ま
た
が
る
活
動
を
見
せ
て
い
た
（Rohan 1954: 

56

）。
ロ
ア
ン
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
同
盟
に
つ
い
て
は
、M

üller

（2005

）
に
詳
し
い
。
中
東
欧
史
の
視
点
か
ら
ロ
ア
ン
を
論
じ
た
も
の

と
し
て
は
福
田
（
二
〇
一
四
）
が
あ
る
。

＊
４	

プ
ラ
ッ
ツ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、Becker

（2006, 2007

）、

Berning

（1980

）
を
参
照
。

＊
５	

本
書
は
、
ラ
イ
ン
問
題
に
関
す
る
ラ
イ
ン
中
央
党
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
本
書
を
引
用
す
る
場
合
は
、
バ
ー
ニ

ン
グ
が
一
九
八
〇
年
に
編
纂
し
た
版
の
ペ
ー
ジ
数
を
記
す
。

＊
６	

�Von politischer N
ot und von abendländischer Idee,

� in: 
Platz

（1924b: 59-64, here 61

）. 

傍
点
は
原
文
の
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
。
以

下
、
引
用
文
中
の
傍
点
は
原
文
の
強
調
（
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
、
ま
た
は
イ

タ
リ
ッ
ク
）
で
あ
る
。

＊
７	

「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
や
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
、
複
数
の
ネ
イ

シ
ョ
ン
の
柱
に
支
え
ら
れ
た
円
屋
根
・
ド
ー
ム
（K

uppelbau

）
に
喩

え
る
の
は
、『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
周
辺
の
人
々
の
表
現
に
よ
く
見

ら
れ
る
。
例
え
ば
、K

arl A
nton Prinz Rohan, 

�Die U
topie des 

Pazifism
us

（1925

）,� in: Rohan

（1930: 22-24, here 23

）。

＊
８	

思
想
史
的
に
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
選
民
思
想
か
ら
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
の

権
力
国
家
崇
拝
に
至
る
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
が
批
判
さ

れ
る
（
た
だ
し
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
想
に
は
普
遍
主
義
的
な
側
面
が
あ
っ

た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）。
こ
の
点
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る

通
俗
的
な
プ
ロ
イ
セ
ン
的
小
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
と
い
え

る
の
だ
が
、
プ
ラ
ッ
ツ
の
独
自
性
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
「
形
式
」
と
「
手
法
」
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
、

例
え
ば
レ
オ
ン
・
ド
ー
デ
（Léon D

audet, 1867-1942

）
や
シ
ャ
ル

ル
・
モ
ー
ラ
ス
（Charles M

aurras, 1868-1952

）
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
・

フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
面
々
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
論
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。Platz

（1924a: 127-137

）
を
参
照
。

＊
９	

�Verfassungsrede. Rede am
 11. A

ugust 1925 zum
 T

ag 

プ
ラ
ッ
ツ
は
、
敗
戦
後
の
一
九
四
五
年
五
月
二
八
日
、
ロ
ベ
ー

ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
の
推
挙
で
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
州
の
文
化
部
長
（
の
ち

の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
文
部
大
臣
に
あ
た

る
）
に
任
命
さ
れ
る
が
（Becker 2006: 258

）、
具
体
的
な
活
躍
を

す
る
こ
と
な
く
同
年
一
二
月
四
日
に
こ
の
世
を
去
る
。
死
後
出
版
さ

れ
た
回
顧
録
で
、
プ
ラ
ッ
ツ
は
「
わ
た
し
は
常
に
ド
イ
ツ
人
で
あ
る

と
同
時
に
西
洋
人
（A

bendländer

）
と
し
て
行
動
し
た
」
と
記
し

て
い
る
（Platz 1948: 55

）。

お
わ
り
に

プ
ラ
ッ
ツ
に
代
表
さ
れ
る
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
ド
イ
ツ
の

「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
は
、
何
よ
り
も
反
近
代
の
理
念
で
あ
っ

た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
猖
獗
な
ど
諸
悪
の
源
を
「
近
代
」
に
求

め
、
全
一
な
る
キ
リ
ス
ト
教
的
共
同
体
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
再
生

さ
せ
よ
う
と
い
う
願
い
が
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
に
は
込
め
ら
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
理
念
の

反
近
代
性
を
批
判
す
る
こ
と
は
容
易
い
。
ま
た
、
プ
ラ
ッ
ツ
ら
は
非

ナ
チ
を
貫
い
た
も
の
の
、『
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
』
周
辺
の
少
な
か

ら
ぬ
数
が
ナ
チ
に
流
れ
た
。「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
は
「
ラ
イ

ヒ
」
理
念
を
鎹
に
し
て
、
ナ
チ
ス
の
「
新
秩
序
」
と
結
び
つ
く
可
能

性
も
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る＊

16

。

他
方
で
、
こ
う
し
た
反
近
代
的
な
理
念
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を

準
備
し
、
ま
た
下
支
え
し
た
こ
と
も
強
調
し
て
お
き
た
い
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
、「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
理
念
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共

和
国
で
積
極
的
に
受
容
さ
れ
て
い
く
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
「
ア
ー
ベ

ン
ト
ラ
ン
ト
」
理
念
が
備
え
て
い
た
い
く
つ
か
の
特
徴
、
例
え
ば
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
や
、
宗
教
的
・
文
化
的
な
ト
ー
ン
は
、
ナ
チ
ズ

ム
に
倦
ん
だ
ド
イ
ツ
人
に
心
地
よ
い
響
き
を
持
っ
た
。
ま
た
、「
ア
ー

ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
の
ラ
イ
ン
中
心
主
義
的
・
親
フ
ラ
ン
ス
的
特
徴

は
、
他
の
ド
イ
ツ
語
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
概
念
よ
り
も
、
第
二
次
大

戦
後
の
分
断
欧
州
の
時
代
に
適
合
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
（
対
照
的
な

例
と
し
て
、
戦
後
に
ナ
チ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
、
東

西
分
断
の
な
か
時
代
適
合
性
も
失
っ
た
「
中
欧
（M

itteleuropa

）」

概
念
が
あ
る
。「
中
欧
の
復
活
」
は
一
九
八
〇
年
代
を
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
。
板
橋
（
二
〇
一
二
ａ
）
を
参
照
）。
さ
ら
に
い
え
ば
、
本
稿
で

見
て
き
た
よ
う
に
、「
ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト
」
理
念
は
き
わ
め
て
抽

象
的
で
具
体
性
を
欠
く
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
抽
象
さ
ゆ
え
に
、
機

能
主
義
的
・
経
済
的
に
進
ん
だ
実
際
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
観
念
的

に
補
完
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
（M

üller &
 Plichta 1999: 

19

）。
と
も
あ
れ
、
戦
後
の
分
析
は
別
稿
に
譲
り
た
い
が
（
さ
し
あ
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ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』
岩
波
書
店
。

福
田
宏
（
二
〇
一
四
）「
ポ
ス
ト
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
期
に
お
け
る
国
民
国

家
と
広
域
論
」
池
田
嘉
郎
編
『
第
一
次
世
界
大
戦
と
帝
国
の
遺
産
』
山

川
出
版
社
、
一
〇
六
―
一
三
四
頁
。

モ
ッ
セ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｌ
（
一
九
九
八
）『
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
革
命

―
ド

イ
ツ
民
族
主
義
か
ら
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
へ
』
植
村
和
秀
ほ
か
訳
、
柏
書
房
。
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